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福島県での甲状腺がん
｛松i会鵠n20同年6月6目先蕊1
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甲状腺がんの：1.5年リスクの増加
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本日の主題

：！..福島県における叩状腺がんの多元に関する
分析結果を解説します
『椋率的でr..:n設な都析i古臭からおrJ:?:・します
2. r:wornsv!2J.下1a：般射線被ぱ〈によるがゐ！昔、
出なしリという説が掛りであることを示します

··- :l .9'-19~来、放射線による髭がん影ぞ刊誌、「門也が
ないjとされてし、るので、明らかな間近いです
・ 5与え；創立回目去紋射ね防w.妥員会ICRPを五五ホとし診す
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20'.l.4年12月7El車耳目新開GLOBE
（その2)

・2τ.2年5,:l::t,'/;-j:', i；~－1.占日斗乙主：.. .J.;-:";:f，＇.：.口紅日企
旦IJ.h:_ゴヨ記::l[J::J：て拡100-2ro実リシーペJV::,_
二二ょ包ど立おこ：2立主山手主主±...臼本政府iまfま
だt~h~と平日（かいり）している．！と．当時の巨I労平沼
次官、阿曽沼［.~潟がマーガレット・チャンに迂Htlのj立を
伝え、公訴位ー在京でf；；正を追った．
。翌日年2月、WHOはその推計に基づき、i｛口必県民の
火半i語：、がんが明らかに的える可能怯i副低い．一郊の
乳児i本甲状臥がんのリスクが高まる起Iれがあるーlとの
位的リスク予測を出した．最もf.芸むがある幻台、生i'EIで
甲状t：！がんになるリスクが的1.7倍になるとした。

201L！点i::12月7日朝日新聞GLOBE

（その1)
。 !!:I生労目省幹部の携のE話がI！＇~った， 201:1. 年l1月の土

観察路謀議立政鴻糊~面宮殿f
故に伴うitmJ＜ひIまく） ！！！：Ll詔告書の:i):l~を自にしていた．

tお塁i~~a~m識が？；時おき作
一 一一一議努話線似rさ官約取締劫努U民の叩：川以主ii:-］［まな百ミリシーベルトとされた，50ミリ
以上で中川しがんがおえていたとの白文もある．
。rw1-10の捻ili・f立男fぷとかlナGれて白いJ.日本政府r;:i:、会
品絵i'tf:11.ぐEなど議たなデータを提供するなどしてf)IEを
引をかけた．
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Unno e・i: al. (2012) and ICRP Publ. 67 
つ以りヨウじmo)CJ・： Jj：、三mSvから12CJ;nSvまtぱらついている
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201.3年2月WHO福島健康リスク評価

国． 
。WHOの2013年報告0・で［j；、甲状肢がん、白血病、手L
がん、その他の図形がんが多出することが定♀的に
示されている。
。このi)a告：;:r-1詰；日本国内ではほとんど知られていない。
ーこの図では甲状r:.iがんの込羽
先生が示されている。

がんの：：；r,1Jre~主j虚1;11孟·nnで示志れている。
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さらに、WHOnr.1リスク評flJiO)パースとなってし‘る
絞Ii＜~き士山針とl立、 El ；ぷ政府のひさかけにより、
{gくさ：；1,てしまっている・..
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!:fl状院がんの流行曲線”チェルノブイリ（ベラ
ルーシ：:l.4歳以下）
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【科学！のお約束］人の健康影響にi禁j
するデータの読み方のお約束

0 ：錦換をデータ化して分析しu・m
目簡単な：止すで一般法則を表す（17世・紀）

。伍：定論ではなく藍霊盆に基づき示現する
一」ニ記の筒官！な強式にiU:I~fi,iを付ける（ J.9世紀）
ー簡単な改試を1・点ぷ定lUとすれば、その両切に
？信平Jj・布を想定でさる「区川；，－：；定官Jを付ける

。人における図果関保では、院長により1満気が
f ()0-i',;i l皇位tたという指掠を正心立｛「I.、そ
じで芝0必ii二五J.elぷ~Hを付ける

因果関係を見えるようにするために

IT03した人に比べて昭Ciしなか・った人に
l・00倍J病気が多先した‘重”をi）：出

限蕗した人の誕生率
＝‘~広＝二ニヱ＝＝＝＝・c=＝ヨ~司~＿，，・... 同区：：.－＝＝－：：：コ

限毘しなかった人の発生率

＝＝ 発生率j：じ（IRR)

問'.s号ta:.1倍よリ大さいごt・
1iji:j；立でのると主ふしていない
11.}より六忌，，l::1i況なるほどt•fB '
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CDC最小諸伏期間1::1まlすると設告：. .'j:{2013) 
r11Hnirnurn Latency & Types or Cate伊 riesofCanoヲr

IV.サマリー
次の5つの者イプωがんに回してC:1J,JJ伏WU闘をζ，mした。
羽目Administrntorhas s<?lectecl minimum latencies for the followin;,i 
flvε typ日 or臼嶋gori臼 ofcancer: 
' (1)D1生中皮fi1Mε叩theli旧ma-ll年rm;
。 ω すべての問形がんAllsol＼~ S:加ce日 ！芯1卒中皮l山 リンパi-~fJK
~r.品lymphoprollfern t 四，甲状!i.i 可ん•tl1yrord,andハ況がん
c1;ildl1oorl con日目を徐＜）－4間；
。(3）リンパi設定ii生~：：：｝とd弘法がんhemato. 処e\ic 日n出店｛：会ての主主
の白血病leukemiaやリン， I.Jlvmphomaを》む｝

斗立正己 l＇~到；
' (4）日＿・；， －弘会JJn：呈＇dcc.nca: -2.5与に；
。（5)！＿~tll•'iA，岱盟国fill..£辺広三必ぷt.31J£S年三LよL丘4記Ji':
」ーとニ1’F

因果関係は直接観察で宮本い
；；.＇えi~：： λ1 ，＿＇こえれい 1 U,1もしないし

にiヨいもしないし f:c~；凡るご．とがでさえだい
でl示、 rr·~~3Llというねl÷！こ1，：；いかない

r-－「「一「原因 I .._ 結D: I 
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円四［；，~J:.1明百H.~ 〆；・‘il2:Ut::uJ.占
しかし、 困県関f~lc!；直接観察でき右：い

あくまでも～？子3子！ーナロミザいてJ’字、．てる
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一 一確率分布を想像するための
点推定値と区間接定値
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